




































































































































































































































































1   本稿は、2018年10月11日に立教大学にて開催されたロター・ヴィガー氏による「Bildung and As-
sessment」の講演会原稿の翻訳である。以下、文末注は、翻訳者の伊藤によるものである。
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ロター・ヴィガードルトムント工科大学教授　略歴
ボン大学で教育学、哲学、社会科学を学び、1981年、博士論文「行為論と教育学」で博士号を取
得。1995年ビーレフェルト大学に論文「教育学的論証の理論」により教授資格を獲得。2000年か
らドルトムント工科大学における第12学部「教育学・社会学」の一般教育学講座で正教授となる。
2018年7月に退職（ドイツの大学教授は、退職しても大学に籍を置き、研究をこれまで通り続け
ることが可能）。主な研究テーマは、①青少年自らの自分史物語を主たる対象とした人間形成（Bil-
dung）論および人間形成（Biildung）研究、②教育、教育的行為、倫理の理論研究、③一般教授学お
よび授業理論、④教育学および教育学的思考の学問論・方法論・学問研究と多岐にわたっている。
哲学・思想研究を主な柱としながらも、教育にかかわる制度や実践をそれにつなごうとしている
こと、近年では、エビデンスベースの教育と教育理論、哲学研究の二項対立を超えて、両者を接
合しようと研究を重ねている。（参照『人間形成と承認』p.226より。下記に文献情報記載）
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報告書
Wigger氏の原稿は英語で執筆されているが、必要に応じてドイツ語の原語が挿入されている。また訳
者も、本文中に、必要に応じてドイツ語の原語を入れている。また、本文は読みやすさと文脈に応
じて、原文とは異なる段落分けをした。脚注はすべて翻訳者による。
〔  〕：訳者による
（  ）：Wigger氏の原文のまま
文末注：訳者による
＊Wigger氏の来日に際しては、立教大学研究者招へい制度を利用した。記して感謝申し上げる。

